
 

令和４年度（２０２２年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 学校名：熊本市立武蔵中学校 ＞ 

１ 取組の概要報告 

（１）取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 

 

 

 

 

環境 ISO宣言 

 

 

 

 

 

雨水の利用 

 

 

 

 

牛乳パックリサイクル 

〇美化委員（生徒会）と教師との協議により、宣言内容の検討

制定を行っている。 

［生徒］ 

〇手洗いの時は、こまめに水道の水を止めます。 

〇花壇の水やりは雨水を利用します。 

〇他の教室に移動するときは、教室の電気のスイッチを必ず消

します。 

〇廊下の電気は、こまめに切ります。 

〇焼却ごみを減らし、資源ごみとして分別します。 

［職員］ 

○名刺サイズ以上の紙は、資源ごみとして分別します。 

○空き教室の電気や授業中における廊下の電気が消し忘れて

あったら、気づいた者が消灯します。 

○掃除におけるバケツ利用と適切な水量を指導確認します。 

○換気と冷暖房の設定温度をきちんと守ります。 

〇給食の牛乳パックは洗ってリサイクルします。 

行動 

 

 

 

 

ごみの分別収集場 

 

 

 

 

学級花壇の様子 

 

 

 

 

 

緑化募金活動の様子 

（１）ごみの分別、ごみ収集場の整理 

  ・各教室や職員室に、紙のリサイクルボックスを設置し、

名刺大以上の紙ごみについては、美化委員が毎週火曜日

に回収し、資源ごみとして処理している。また、タブレ

ットを活用し、ペーパーレスに努めている。 

（２）緑化活動の推進について 

  ・学級花壇の充実を図った。夏季と冬季に植え替えを行い、

全生徒で水やりや整備を行っている。また緑化募金にも

取り組んだ。 

  ・動植物園の職員の方に来ていただき、畑の土作りについ

て出前講座を開いた。実際に土づくりを生徒と一緒に行

った。 

・QRコードによる樹木検索システムを導入し、生徒にも

校長講話で紹介したり、理科の授業で実際に読み込み、

学習に活用したりした。 

 



 

 

 

 

 

 

出前講座の様子 

 

 

 

 

 

 

QR コードによる樹木検
索システムの導入 

 

 

 

 

 

 

さわやかふるさとデーの
様子 

 

 

 

 

 

水環境講演会の様子 

（３）地域の清掃と分別の意識向上の取組について 

  ・毎週第２金曜日を「さわやかふるさとデー」とし、登校

時に落ちているゴミ拾いを行っている。この取組は本校

生徒会の伝統の取組となっている。また、部活動生を中

心とした朝のボランティア清掃を行い、掃除時間では難

しい、落ち葉掃きをし、校内美化に取り組んでいる。 

（４）SDGsの推進について 

  ・学校長による宣言と講話、学校だよりによる呼びかけや

校内掲示を行っている。授業やテストでも SDGs を取

り扱うなど、日頃から意識の向上を図っている。 

  ・総合的な学習の時間では、各学年 SDGsの学習に取り組

んだ。班ごとにテーマを設定して深く掘り下げて調べ学

習を行い、文化発表会で経過報告を行った。現在も継続

して取り組んでいる。 

（５）ペーパーレス化への取組について 

  ・授業や職員会議などの資料を、タブレットやパソコンを

活用し、職員会議等の資料のほとんどが電子データ

（PDF等）で配布されている。 

（６）水環境講演会  

  ・講師をお迎えして、水環境講演会を実施した。熊本の身

近にある川の水質や、水と一緒に流れている洗剤やゴミ

などが環境汚染につながっていることを知ることがで

き、熊本の水環境に対する関心が高まった。       

記録 

 

 

 

 

 

 

 

緑化活動の学校だより 

〇学校だよりによる緑化活動、SDGsの報道を行い、地域に発

信している。 



 

見直し 

 

 

 

 

 

 

中庭の景観 

 

〇武蔵中環境 ISO 宣言を常に意識できるようにポスターの掲

示や日々の呼びかけなど行い、美化委員を中心として、学校全

体として、更により良い取組ができるよう来年度に向けて、協

議が必要である。今年度は昨年度に引き続きコロナ禍で、電気

の使用量、水道の使用量が前年度より増加傾向であるので、日

頃から節電・節水の意識を持ち、一人一人が意識し行動する必

要があると感じた。 

（２）成果と課題 

成 果 課 題 

〇ごみの分別・収集で美化委員会を中心に各クラ

スが意識して取り組むことができた。 

〇今年度は、生徒主体で様々な活動に取り組むこ

とができた。校内緑化も常に次のシーズンを意識

して計画し実行することができたている。常に花

壇や玄関のプランターに花が咲き、通行される地

域の方からも「心が和む」との言葉を頂いている。

また、学級花壇も手入れがよく行き届いている。

部活動や有志が参加する朝のボランティア活動に

より、一年を通して美しい学校環境を保つことが

できた。 

〇節電・節水の意識が高まり、電気の消し忘れや

水道の水の無駄使いが減少した。 

 

一年を振り返り、今年度も学校全体で SDGsに

ついて取り組むことができた。次年度も継続して、

生徒、職員への呼びかけや地域に向けての積極的

な情報発信を行いながら進めていきたい。 

〇新型コロナウイルス感染拡大防止のため、エア

コンを使用しながら換気をおこなったり、こまめ

に手洗い・うがいを行ったりするため、電気・水

道使用は増加する傾向にある。今後も引き続き、

学校全体で節電・節水につながる取組について知

恵をしぼっていきたい。 

 


